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平成25年３月15日

11月17・18日に 向山下集落で〔文化展〕が開催されました11月17・18日に 向山下集落で〔文化展〕が開催されました11月17・18日に 向山下集落で〔文化展〕が開催されました

　美術・芸術を問わず、「人間の作り出したもの」「感動するもの」は何でも可としました。
　絵画、陶芸、彫刻、写真、有名絵師の掛け軸、大切なお宝など小学生から大人まで20人、60数
点の出展がありました。地区外からも述べ60数人の来場者があり大盛況の文化展でした。

  向山下自治会長　　有吉　一宇

出
展
さ
れ
た
作
品
群
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年
平成
15

　

名
田
島
自
治
会
連
合
会
が

設
立
さ
れ

る
と
同
時

に
、
会
報
の
発
行
や

ゴ
ミ
ゼ
ロ
美
化
活
動

の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。年

平成
16

　

ボ
ラ
ン
テ
ァ
団
体

（
草
刈
り
等
）
が
誕

生
し
、
ま
た
、
地
産

地
消
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ご
み

捨
て
禁
止
看
板
等
が
、
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

年
平成
21

　

大
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
、
今
後
に
備
え
て
水
防
用

土
砂
を
備
蓄
し
ま
し
た
。

　

名
田
島
地
域

づ
く
り
協
議
会

を
設
立
し
ま
し

た
。

　

23
年
開
催
の

山
口
国
体
の
た

め
の
花
い
っ
ぱ

い
運
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

年
平成
22

　

自
治
会
連
合
会
の

活
動
を
よ
り
活
発
化

す
る
た
め
、
事
務
局

体
制
を
充
実
し
ま
し
た
。

　

通
学
路
の
防
犯
灯
を
13
カ
所
に

設
置
完
了
し
ま
し
た
。

年
平成
17

　
「
名
田
島
み
ま
も
り
隊
」
が
結
成
さ

れ
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
も
再
開
さ
れ

ま
し
た
。

さ
れ

同
時

や動
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名
田
島
自
治
会
連
合
会
10
年
の
主
な
あ
ゆ
み

年
平成
19

　

自
治
会
の
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
、

20
歳
以
上
を
対
象
に
「
元
気
な
名
田
島

を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

台
風
五
号
襲
来
に
よ
り
、
山
口
南
総
合

セ
ン
タ
ー
に
71
名
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

年
平成
20

　

安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
戸

に
配
布
し
、
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
か
ら
「
田
園
朝

市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

の
幼
鳥
も
飛
来
し
ま
し
た
。

年
平成
23

　

山
口
国
体
の
年
で
、
山
口
南

総
合
セ
ン
タ
ー
が
成
年
女
子
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
会
場
と
な
り
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
チ
や

花
で
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
立

ち
上
げ
、「
ふ
る
さ
と

め
ぐ
り
」
の
マ
ッ
プ

も
作
成
し
ま
し
た
。

年
平成
24

　
「
市
長
と
語
ろ
う
地

域
の
今
、
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
て
移
動
市
長
室

を
66
名
の
参
加
を
得
て
行
い
ま
し
た
。

　

子
や
孫
に
残
し
た
い
名
田
島
風
景

一
〇
〇
選
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

改
築
さ
れ
る
名
田
島
小
学
校
校
庭

の
芝
生
化
も
決
定
し
ま
し
た
。

年
平成
18

　

自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
、
８
月

に
は
南
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す
。
子
ど
も
を
守
る
た
め

に
小
学
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
送
り
ま
し
た
。



◇　大　豆
◎一口メモ 

名田島は、山口県下一の大豆産地です。とりわけ、地元の農家女性の集まり「名田
島加工グループ」が地元産大豆を使用し、手作りで作る「なたじま豆腐」は、とて
も美味しいと好評です。
◎主な用途等
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○
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

　

・
広
報
紙
「
田
園
」
の
発
行

　

・
会
議
報
告
書
回
覧

○
自
治
会
連
合
会
活
動
の
充
実

　

・
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛

５
部
会
の
活
動
実
績

平
成
24
年
度
の

活
動
総
括

総
務
部
会

○
ふ
る
さ
と
探
訪

・
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
標
識
看

板
の
設
置
（
３
か
所
）

○
子
や
孫
に
残
し
た
い
名
田
島
風
景

１
０
０
選

○
通
学
路
安
全
対
策

・
み
ま
も
り
隊
活
動
の
支
援

○
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
立

　

（
平
成
25
年
４
月
）

生
涯
学
習

○
不
法
投
棄
禁
止
看
板
周
囲
の
草
刈
り

○
健
康
講
座

・
夏
場
の
健
康
管
理
（
老
人
ク
ラ
ブ

共
催
）

○
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
の
向
上

・
プ
ラ
ご
み
容
器
包
装
の
出
し
方
講

習
会
（
婦
人
会
と
協
賛
）

○
世
代
間
交
流
事
業

・
ど
ん
ど
焼
き
、
あ
る
け
あ
る
け
に

協
賛

○
健
康
講
座
（
山
口
県
の
温
泉
）

健
康
福
祉
部
会

　

今
年
度
は
「
住
ん
で
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
名
田
島
」
を
基
本

目
標
に
地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
ず
は
、
情
報
ネ
ッ
ワ
ー
ク

の
充
実
を
目
指
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
拡
充
で
、
地
元
農
産
物

を
使
っ
て
の
レ
シ
ピ
等
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
情
報
の
共
有
手
段
と
し

て
、
会
議
の
報
告
書
を
地
域
住
民

に
回
覧
し
、
広
報
紙
「
田
園
」
を

３
回
発
行
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、

世
代
間
交
流
を
行
い
、
校
舎
の
老

朽
化
に
よ
っ
て
、
小
学
校
改
築
に

伴
い
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の

た
め
に
校
庭
の
芝
生
化
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

働
く
親
の
支
援
と
し
て
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
、
子

や
孫
に
残
し
た
い
名
田
島
風
景
１

０
０
選
の
募
集
に
も
、
取
り
か
か

り
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
に
名
田
島
の
魅
力
あ

る
名
勝
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
ふ

る
さ
と
め
ぐ
り
の
看
板
の
設
置
も

毎
年
増
や
し
て
い
ま
す
。

◇　じゃがいも 

◎一口メモ
　名田島で生産するじゃがいもは、１年に２回収穫します。品種は煮くずれしに
くく、長時間加熱するカレーやシチュー等の煮込み料理やおでんの具などに適す
る「ニシユタカ」です。近年は、市内の学校給食で積極的に使用されています。

 
◎お料理レシピ (JA全農やまぐち様)

・じゃがまるちゃん ・じゃがいもとトマトの重ね煮

  

夏場の健康管理夏場の健康管理夏場の健康管理

子や孫に残したい
名田島風景100選
子や孫に残したい
名田島風景100選
子や孫に残したい
名田島風景100選

見守り隊見守り隊見守り隊

　

健
康
管
理
対
策
と
し
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
と
共
催
で
、
「
夏
場
の

健
康
管
理
」
と
題
し
て
濱
村
川
東

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
講

座
を
行
い
、
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
マ

ナ
ー
の
講
習
会
も
婦
人
会
と
協
賛

し
行
な
い
ま
し
た
。

　

世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
、
子

ど
も
会
等
と
協
力
し
、
ど
ん
ど
焼

き
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

環
境
づ
く
り
対
策
と
し
て
、

道
路
の
舗
装
・
用
水
路
の
確
保
と

里
山
の
美
化
整
備
、
交
差
点
改
良

工
事
も
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
や
地
域
の
人
の
安

全
、
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

通
学
路
や
河
川
公
園
の
草
刈
り
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
と
し
て
、
防
災
設

備
の
充
実
で
、
三
連
コ
ン
ロ
を
購

入
し
急
な
炊
き
出
し
に
備
え
ま
し

た
。

　

災
害
に
備
え
て
、
通
報
訓
練
と

避
難
訓
練
、
今
年
度
は
、
避
難
者

に
名
札
の
発
行
訓
練
も
行
な
い
ま

し
た
。

　

消
防
署
よ
り
指
導
し
て
い
た
だ

き
、
実
際
に
子
ど
も
を
中
心
に
消

火
訓
練
を
し
ま
し
た
。
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○
道
路
、
河
川
、
里
道
の
整
備
・
安

全
対
策
推
進

・
道
路
舗
装
（
向
山
中
）

・
用
水
路
確
保
と
里
道
の
保
全
（
向

山
下
）

・
交
差
点
改
良
工
事
（
新
開
作
西
）

生
活
環
境
部
会

○
防
災
訓
練
の
実
施

・
通
報
訓
練

・
避
難
訓
練

・
名
札
の
発
行
訓
練

○
消
火
講
習
会

・
子
ど
も
会
等
の
共
催
に
よ
る
消
火

器
の
使
い
方

防
災
部
会

防
災
部
会

向山中施工後

向山中施工前

避
難
訓
練

通
報
訓
練

新西施工後

夏場の健康管理

子や孫に残したい
名田島風景100選

見守り隊

新西施工前

海
抜
表
示
を

設
置
し
ま
し
た

今
後
に
向
け
て
の

地
域
の
思
い
、

取
り
組
み

　

名
田
島
地
区
の
大
半
は
、
海
面

よ
り
低
い
地
形
を
潮
受
け
堤
防
と

排
水
に
よ
っ
て
人
工
的
に
陸
地
化

し
た
干
拓
地
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、

風
水
害
等
に
見
舞
わ
れ
や
す
い
と

い
う
宿
命
と
同
時
に
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
い
う
他
の
地
域

に
は
な
い
固
有
性
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
海
抜
を
新
た
な
地
域
資
源
と
捉

え
、
名
田
島
の
魅
力
を
表
現
す
る

デ
ザ
イ
ン
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
住
民
の
皆
様
の
防
災
意
識

の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
他
地
域
へ

の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

す
る
企
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

２
年
目
に
当
た
る
去
る
３
月
11
日

に
、
名
田
島
地
区
の
中
央
部
を
背

骨
の
よ
う
に
南
北
に
縦
断
す
る
市

道
東
開
作
昭
和
西
線
沿
い
の
電
柱

に
下
図
の
海
抜
表
示
を
設
置
し
ま

し
た
。

「
名
田
島
」
の
ロ
ゴ
は
、
四
季
を

「
第
２
次
名
田
島
地
区
協
働
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

■
基
本
理
念

　

次
世
代
に
つ
な
が
る
『
田
園
都

市
』
の
創
造
を
掲
げ
、
今
の
子
供

た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
「
自

分
の
子
ど
も
を
名
田
島
の
地
で
育

て
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
地
域
づ
く
り
の
方
向
性

　

①
緑
の
大
地
に
感
謝
す
る
地
域

　

②
女
性
が
輝
い
て
い
る
地
域

　

③
高
齢
化
社
会
を
楽
し
む
地
域

■
活
動
目
標
地
域
振
興

　

①
喜
び
を
分
か
ち
合
う
名
田
島

　

②
心
も
体
も
健
康
な
名
田
島

　

③
安
心
・
安
全
な
名
田
島

　

④
未
来
に
美
し
い
景
観
を
残
す

　
　

名
田
島

　

⑤
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
名
田

　
　

島

名
田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

通
じ
て
色
と
り
ど
り
に
変
化
す
る

県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
を
「
縦
横

に
走
る
道
」
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た

も
の
で
す
。
特
に
「
名
」
の
文
字

は
、
昭
和
34
年
に
つ
く
ら
れ
た
名

田
島
小
学
校
の
校
章
が
モ
チ
ー
フ

で
、
先
人
達
の
進
取
の
気
風
あ
ふ

れ
る
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
に
つ
い
て
も
直
線

道
路
に
連
続
し
て
立
つ
電
柱
を
活

か
し
、
意
外
性
が
あ
り
な
が
ら

も
、
遠
視
効
果
と
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
今
後

様
々
な
地
域
間
交
流
を
図
る
う
え

で
も
有
効
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、
今
回
作
成
し
た
ロ
ゴ
デ
ザ
イ

ン
に
よ
っ
て
、
名
田
島
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
情
報
発
信
活
動

が
、
更
に
強
力
な
も
の
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



ご存じでしたか？この岩は、「鯨岩」と言います。岩屋山から約1,000m、潟上中学校から
同じく1,000m､標高150m 位の所にあります。長さ約20m、高さ約10mの大岩です。

霊光院の五重小塔です。
山口市の有形文化財に
指定されています。
云われは由来看板を見てください。

三神社は八幡大神・三姫神・綿津見神の3つの神が鎮座されています。
又、左右の石碑は、建設当時の由来等が記されています。

向山上の会館にある
「支那事変出征記念碑」で、
多くの名前が記さています。

向山三神社

年間涸れることのない
「火のみ瀧」

はちまんのおおかみ さんじょしん わたつみのかみ
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❸

★★
この印刷物は、グリーン基準に適合した印刷資材を
使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮製品です。
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